
令和６年度藤枝市地域防災訓練基本計画 

項 目 地  域  防  災  訓  練 

目 的 

自主防災会や避難所運営委員会が中心となり、地域の特性に応じた実践的な突発地震対応型の訓練

を実施し、防災関係機関との連携強化を図るとともに、地域防災体制の強化及び家庭内の防災対策を

再確認し、市民の防災意識の高揚を図る。 

訓 練 実 施 日 令和６年１２月１日（日）「地域防災の日」 

訓練実施地域 藤枝市内全域で一斉に実施 

実 施 機 関 藤枝市・自主防災組織・学校・自衛隊・志太消防本部・防災関係機関 等 

訓 練 の 想 定 
南海トラフ沿いで大規模な地震が突然発生し、市内全域で震度６弱以上の揺れを観測、家屋が多数倒

壊したもの 

設 定 時 間 

 

    地 震 発 生 （午前９時００分）   ※同報無線で広報 

 

    訓 練 終 了 （正 午） 

訓 練 項 目 

（１）避難所運営委員会が実施する訓練 

避難生活計画書に基づいた避難所開設・運営訓練 
 

（２）自主防災会が実施する訓練 

家庭内防災対策の確認（わが家の地震対策3本柱+感震ブレーカー取付の推進）、 
シェイクアウト訓練、情報収集伝達、安否確認、資機材取扱（点検）、実地訓練 など 
※男女共同参画の視点から、性別で担当を割り振らない等の配慮 
※訓練の想定とは異なるが、風水害発生時における避難行動等の確認や見直し 

 

（３）市と自主防災会が共同で実施する訓練  ９時００分～１１時３０分 
〇会場：藤枝市立岡部中学校 
〇参加自主防災会：子持坂、入野、村良、桂島 
〇主な訓練 
・避難所開設訓練 
・物資輸送訓練（ドローン） 
・被災者健康支援訓練 
・自衛隊との連携訓練（物資輸送・炊き出し） 
・防災展示  など 

 

（４）職員の訓練  
〇情報伝達訓練（職員初動配備システムによるメール配信） 
〇防災拠点責任者、避難所担当者などの防災拠点への出動 
〇各部課班で各種防災計画や災害応急対策の確認や検証 など 

その他 

【訓練の中止条件】※中止の場合は、午前７時１５分までに同報無線で放送する 

１ 訓練当日、市内に気象警報が発表された場合 

２ 市内で震度３以上の地震が発生した場合 

３ 「 南海トラフ地震 臨時情報 」が発表された場合 

４ その他、中止することが必要と判断される事象が生じた場合 

 

資料２ 



              令和６年１０月４日 地元説明資料 

（危機管理センター） 

令和６年度 藤枝市地域防災訓練について 

 

１ 要 旨 

自主防災会や避難所運営委員会が中心となり、地域の特性に応じた実践的な突発地震

対応型の訓練を実施し、防災関係機関との連携強化を図るとともに、地域防災体制の強

化及び家庭内の防災対策を再確認し、市民の防災意識の高揚を図る。 ※９時００分に

同報無線によるサイレン吹鳴 

 

２ 訓練内容 

（１）市と自主防災会が共同で実施する訓練   

〇とき：令和６年１２月１日（日） ９時００分～１１時３０分 

〇会場：岡部中学校  

〇参加自主防災会：子持坂、入野、村良、桂島 

〇内容： 

①避難所開設訓練 

・発災後における指定避難所の安全確認 

・要配慮者や体調不良者等を想定した指定避難所の開設訓練 

②物資輸送訓練 

 ・孤立集落を想定した大型ドローンによる物資の輸送 

③被災者健康支援訓練 

・在宅避難者宅へ訪問し、健康確認・指導 

・在宅避難者宅へ支援物資の配給 

④自衛隊との連携訓練 

・緊急物資集積所から岡部中学校までの経路の確認・物資の輸送 

・避難者用の炊き出し訓練 

⑤防災展示 

・トヨタモビリティパーツ（株）による、電気自動車や防災資機材などの展示 

・防災対策に関する展示（防災ベッドやペット同行避難等） 

・煙体験ハウスや水消火器体験 

 

（２）職員の訓練  

 〇情報伝達訓練（職員初動配備システムによるメール配信） 

〇防災拠点責任者、避難所担当者などの防災拠点への出動 

〇各部課班で各種防災計画や災害応急対策の確認や検証 など 

  

（３）自主防災会  

自主防災会の実施計画に基づき、地域の実情に即した訓練を実施する。 

 

３ その他 

〇中止の場合は、午前７時１５分までに同報無線で放送 


